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科学技術ヤ1卜|11本が少子 ・高歯|)化の中で国際抗争力の

維持 ・強化を区|っていくためには,汗1学技術を支えるllll

系人材のと ・質共の確保及びりj/k‐共||」参画イ|:会のサこ現な

どによる女性研究者をはじめとする多様なhll究者がその

能力を最大限発部 し,i舌躍するための環境を整えていく

ことがイく11」
ム
欠である.し かし, 我が|工1の現'1犬を)とると,

lll究者に占める女性の制合が欧米話卜|と比べて低 く,そ

の最も大きなメl山として出産 ・市児によ|)研究の1占j立が

雑 しいことが指摘 されている。文部科学省では 2006年

度から↑|ギ1サ支術Jとt興調権賀による和千肌言来題として 「女性

lll究者支援モデル育成Jを 1均げ,大 学や独立行政法人を

対象として提案の公味が行われた.こ れに対 して 36イ11

の応味があ |),そ のうち小学を合む 1()の機関が採択さ

れ,収 ネH_みを進めている。

本稿では, 2006年 7月 から開始された 11本女 1′̂大学

における 「女1生研究考マルチキャリアバス支援プロジェ

クトJの IPlt要と9か 月|1町のil千動について村1介する.

プ回ジェク ト概要

本プロジェクトは 「出産 ・市児と有オ究活動の出jヤ1文

援」,「女1■有オグとそのi舌躍のよ坊の拡大」を|ギ白勺としている.

その中1亥となるJ文ネH_みはツ(の3本 1にからなる (IX11).

■ 出 産 ・育児休H限中の十り「グと考にサポート役としての

研究助手を付け, ネットワークを利|||したりt″じケi装置

のた1門1染1午:や||lf像|ユi,となどの様々な支チえによ1),1'F

究活動の低 ドを技小限にとどめること

|二十 電 子1古芋k(cポ ートフォリオ)と してのキャリア

の蓄積を活用したマルチキャリアパスのための支援

10)中 高生などに対するFl科教各や研究年公開による

ロールモデルの提ホなと
｀
,次 IJf代研究杵への教育 ・

育成を合む企口i及び訓奇
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科学技術振興調整費プログラム

「女性研究者支援モデル育成」
―一日本女子大学における
「女性研究者マルチキャリアパス支援プロジェクト」の取組み――

小舘香椎子

本ブロジェクトの |!手務h↓としてブロジェクト打と進宅i

(打:進'ilt i遊|||!身千―ム客't数4受)を 開設し, 卜
～
ri亡の 3部

門を設け,il千動を開始 した。

本 年 度 の 活 動

(1)ユ ビキタスリサーチ支iえ部門

ユビキクスリサーチ ((iリサーチ)と は,「いてメGも

どこにいてもllll究汁動を利オt統するJと いう新しい肌念で

ある。
‐
支i麦を受けるf下児中のイiオグとイを「【一リサーチャー|

と呼び,研 究者1象の新しいモデルとして性示することを

十1析す.2006年 度は, まず ビ リサーチャーを公味し,

8ナ」から支援を開始 した。現右:の( リサーチャーは S名

で, これを支援する研究助 子も公床し,1け1究・業務内容

のマッチング後に配置し,1'F究i岳動を円十11に進めるため

の支i凌が行われている。有)F究助子は, 11リ サーチャー

のと隔子旨導によ|)liオ究をサホー トする要とtであ |),|」時

に有サけと指土革を受けることによ|)キャリアアッフ
tの
機会を

得ている.ま た, 由化に|「やながらにして|'Fケ七ilrl動をキ‖tネすと

するために,何F究助千への指示やデ イスカッション,1り「

究イiゼミに参力||するための1可像伝送テレビ公itttシステユ、

を導入した (1文12).吏 に近隔操作のために,電 十顕微

銃のデイジタルデータ取律 ・転送用モジュールの準大及

び平遠鏡のリモー トコントロール歩と置を1持架 し,|え証りこ

験を開始 している。 (Iリサーチャーからは,こ れまで

継続的な|えじ父データのllk得が呵
｀
能となる L,市 児中山化

から研究助手や学イlとにと隔で精示やiおt論ができ, 大変イド

効であるなどの感想が行せられている.

(2)ヒ ューマンリソース部門

ヒューマンリソース部門では,多 様なキャリアパスの

人材を受け入れ,多 様なキャリアパスで送 |)出すための

支援を行う。これを実現するために,キ ャリアアップや

就職時に必要となる研究者のネ在は, スキル,業 績などを

cポ ー トフォリオにギ「千まし,i舌用するシステ″、の1持架や

1研究的ポストなどの就職先の拡大に向けての支援i舌動を

行っている。今年度は,卒 業生との恋言夕ヽ公を第 2 11ilシン
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図 1 プ ロジェク トの取組み

図2 テレヒ会議システムを用いたU―リサーチャーとの研究セミ

ポジウ2、終 」
′
後にりこ施し,オ叱職||l liサtやキャリアノヽスにつ

いての助十
二
千をイける機会を投けた。また, 中1の棋 ぜラーニ

ングのポータルサイトをil千111した就職 ・||「就職支援サー

ビスの提イサ〔・サ イエンスカフ」の1相4松!によるコ ミュニ

テ ィ)レ成の付亡i生を行った.

(3)次 1性代育成のための企1可・1調査部IⅢl

交11`:研究洛 ・サ文術者の交流と十′Lへのロールモデル提

ホの1覧会として, シンポジウ2、「/k‐14と千1ギ:Jを 20()6

117月 1511と Hサ12511の 21品11】1催した。第 1「||シン

ポジウノ、では,特別前波の|よ‖llイir氏 (東京大学),大学 ・

何F究機1凋で働 く年米■,第 2「1は,特 別前波を持|117j宏

l氏(前有|lfj瞳何1究1叶),企 業で働 く年米′liをそれぞれ'1

き,大 学 ・有、米におけるJ)と状とえ転,及 び有)1究′|モ||千と出

||′:・fデ児との「古丁↓セ |l i″亡ヽとするネ住け父古ケtを1‐| 1聴した.

また, 大学の技先端の科学を構 1)込んだ中高生対象の

メ|!学部の呑‖ザト欺宅i(サ封父テーマ独 15,参 力|1祐約 200名 ),

子供メデ ィアフ十一ラン、,本 年t生〕1:学習センターと辻携

したインターネット子供教宅t(5111開催,参 力ll考24ケ1),

1芭j′■li‖お堕信|卜公と共1性の||ば卜生とを女寸象とした 「魅ブ」

いっばいの光の|IL界を体町父しよう !J(参 力|1杵:′li徒26

名,父 け 24 7 1 )を 開催 し,1帝■する孜'iも参力|1打と共

に楽 しんだ | て`1 3 ) ,史 に, 女1ツl i lり「究者 ・技術その|ブど態

図 3 電 子情幸R通信学会 との共催で開かれた科学教室

の1世推ヽをするため, 1.800名の年米アliを女ヽ1象にアンケー

ト|)司介を1人施 した。IHI収は 20()7イli 5月で, この分lN71‐結

労とは今後のブロジゴムクトのil千_pl」に1丈映させていく.

ブロジェクトは女liまったばか |)ではあるが, 2()()「イli

3)1木の外部i引:価委員会では, 支援
「
!二米として比にft々

のユ1文ネH′みが
′
え施さイしてヽヽることに女すし, 高い1引:竹|liを1丁Ⅲヽ

た。また,今 年度の人;チ【で, 5女 1人 のJIP系学科のは味

1占キが高くなったところにも,メ|!系舛円:文1左ブロジェク

トの影響が感じられ,1用係各位にこの場を11+|)て感i拐十す

るものである。

今後女性研究者がi岳躍できる場を虹に拡大し,|ドj立え

!友のモデル事業を進ととさせていくためには,1川係拓
卜
に力||

えてFll!工系の学協会の公サtの御 え1猛がイくIIド欠であ 1),政

めて十や柏tの御協ブ」・竹‖支す凌をお原!〔いするものである。

プロジェク トのiギト細はホームベージ (( I R Iフ: h t t l ) i ,イ|ナ

聞●nl i . j、u . a c . i p /～n i c p■c b / )を御参|【1げ〔きたい.
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リサ宏共1可参lrTのペーシ 「女1ツ|!イリF′ダと杵えすえモデル育成J


